
2023年 11月 26日（48週目)主日礼拝              「霊的戦いをする生活」(エペソ 4:25-32) 
長い間の敬虔なクリスチャンの人に苦しい問題があるのか。ヨブ記を通してその理由を分かることが出来る。ヨブに様々な問題が来たことは、サタンがヨブを攻撃していたことで

ある。サタンが私達の人生の問題を引き起こしている。 

・キリストがサタンの頭を打ち砕いた(創世記３：１５)。私達はサタンと戦うことをしなければいけない。 

・教会が、サタンの働き、宗教を打ち砕く。教会が宗教の危険性を伝える。 

・三団体のニューエイジ、フリーメイソン、ユダヤ人たちによって人々を滅ぼしている。 

※教会は、サタンと戦おうとしないことが問題である。霊的な戦いをすることが出来るように。 

1.悪魔に機会を与えない 2.聖霊を悲しませない 3.勝利する方法 

▲悪魔に機会を与えないように。 

1)エペソ 4:27(悪魔に機会を与えないようにしな

さい。) 

 ・悪魔に機会を与えることがないように。 

2)古い人⇒新しい人 

 ・古い人は、自分が主人になった人である 

 ・新しい人は、キリストが主人になった人。 

 ・キリストを主人とする人が神の子ども 

〇エペソ 4:22 (その教えとは、あなたがたの以

前の生活について言うならば、人を欺く情欲

によって滅びて行く古い人を脱ぎ捨てるべき

こと、) 

〇エペソ 4：24(真理に基づく義と聖をもって神

にかたどり造り出された、新しい人を身に着

るべきことでした。) 

3)聖徒たち―エペソ 4:25(ですから、あなたがた

は偽りを捨て、おのおの隣人に対して真実を

語りなさい。私たちはからだの一部分として

互いにそれぞれのものだからです。) 

・聖徒達の関係については聖徒を騙さない。 

・不信仰やマイナスのことを語らないように 

4)エペソ 4:26(怒っても、罪を犯してはなりませ

ん。日が暮れるまで憤ったままでいてはいけ

ません。) 

 ・怒ることや喧嘩をしても日が暮れるまでは

(2－3日)は、怒り喧嘩をしないように。 

 ・戦えば、サタンに勝利をして 

サタンに奪われたものを取り戻す。 

  

 

 

 

 

 

▲聖霊様を悲しませてはいけない。 

1)エペソ 4:30(神の聖霊を悲しませてはいけません。あなたがたは、贖いの日の

ために、聖霊によって証印を押されているのです。) 

 ・聖霊を悲しませてはいけない。 

2)エペソ 4:28(盗みをしている者は、もう盗んではいけません。かえって、困っ

ている人に施しをするため、自分の手をもって正しい仕事をし、ほねおって

働きなさい。) 

 ・聖霊を悲しませないことは何であるのか。 

 ・聖徒のものを盗んではいけない 

 ・聖徒たちの中で困っている人を助けてあげるように。 

・新しい家族の人を助けてあげるように。 

 ・教会の為に献身・献金をする時に大きな報いを受ける。 

3)エペソ 4:29(悪いことばを、いっさい口から出してはいけません。ただ、必要

なとき、人の徳を養うのに役立つことばを話し,聞く人に恵みを与えなさい。) 

 ・不信仰、悪い言葉を話してはいけない。 

 ・互いにマイナスのことをいうことではない。 

4)エペソ 4:32(お互いに親切にし、心の優しい人となり、神がキリストにおいて

あなたがたを赦してくださったように、互いに赦し合いなさい。) 

・互いに愛し合い、互いに赦しあうように。 

 ・互いに愛し合う時に何も問題になることはない。 

〇ヨハネ 13:34(あなたがたに新しい戒めを与えましょう。互いに愛し合いなさ

い。わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合いなさ

い。) 

 

 

▲勝利する方法は、ただキリストになると

きに闇が砕かれるようになる。 

1)使徒 1:1(ただキリスト) 

使徒 1:3(ただ神の国) 

使徒 1:8(ただ聖霊充満) 

 ・使 1:1、3、8の契約を固く掴むように 

2)礼拝とメッセージ 

 ・礼拝を神様の前で捧げるように。 

・講壇メッセージを通し神の御声を聞く 

・教会で恵みを受ける時に全て大丈夫 

3)三つの庭(237、癒し、サミット) 

 ・サタンに勝つ教会は 3つの庭を持つ 

・牧師のビジョンが私のビジョンとなる 

 ・237センター、癒しセンターを建てる 

 ・レムナントが必ずサミットになるよう 

4)金土日時代(集中) 

・金土日時代に御言葉に集中するように 

・祈りは神様の願いをいつも考える。 

・御座が私の心にいつも共におられる。 

 ・24時、25時、00の祝福が続くように 

 

▲結論－エペソ 6:12(私たちの格闘は血肉に

対するものではなく、主権、力、この暗

やみの世界の支配者たち、また、天にい

るもろもろの悪霊に対するものです。) 

 ・悪魔と戦い、悪魔に捕らわれた全ての

ものを取り戻すように。 

 



現場地教会（2023 年 11 月 26日～2023 年 12月 2日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】           「霊的戦いをする生活」(エペソ 4:25-32) 

  

【讃美】                   ３９３ われらの戦い血によらず 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
絶対やぐらを 
築く祈り 

１)キリスト 

【吐いて】悪霊の力がイエス・キリストの御名で打ち砕かれよ 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】サタンから解放して下さった 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】罪と呪いが終わった 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】永遠の命を下さった 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】全ての問題を解決された 

【吸って】イエス・キリスト  【吐いて】主が共におられる 

２)聖霊 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】聖霊が共におられます 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】聖霊様が導いて下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】祈りに答えられる事を感謝します 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】天国の背景を与えて下さいました 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】天軍天使が動員されますように 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】暗闇の力が打ち砕かれよ 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】伝道者の生活を送れますように 

３)伝道 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】日本キリスト教国家となるよう 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】世界福音化が成就されますように 

４)５つの力 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】霊力を下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】知力を下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】体力を下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】人力を下さい 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】経済力を下さい 

5)神の国の為の祈り 

【吸って】聖霊充満を下さい  【吐いて】暗闇が砕かれ神の国が臨むよう 

 

 

お知らせ 
 

 

1、名古屋伝道キャンプ 11 月 30 日～12 月 2 日 

2、教会設立感謝礼拝(勧士、按手執事任職式)₋12 月 10 日 

3、クリスマスフェスティバル 12 月 24 日 14：30 

4、青少年修練会 12 月 26 日 10：00～17：00 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


